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“復誦
ふくしょう

せよ！ 

汝
なんじ

の主
し ゅ

の 

御名
み な

において. 

主
し ゅ

は胚
はい

から 

人間
にんげん

の生命
せいめい

を 

誕生
たんじょう

させた” 

 
天使
て ん し

ガブリエルがモハメットに告知
こ く ち

した神
かみ

の言葉
こ と ば
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モハメットのお話
はなし

 

 よく晴れた
 は

土曜日
 ど よう び

の午後
 ご  ご

、子
こ

どもたちがお母さん
  かあ

と一緒
いっしょ

に公園
こうえん

に

向かって
 む

いました。 

すると、モナが突然
とつぜん

言いました
 い

。 

「昨日
きのう

社会科
しゃかいか

のクラスでアラビアについて勉強
べんきょう

したのよ。イスラム教
きょう

が教科
きょうか

書
しょ

に出て
 で

いたの。それってモハメットの宗教
しゅうきょう

でしょう？モハメットは

アラビア人
               じん

なの？」 

アニサと野
 の

の花
はな

を摘んで
 つ

いたお母さん
    かあ

が顔
かお

をあげて答えました
 こた

。 

「そうよ、それについておもしろいお話
   はなし

があるわ。モハメットの祖先
 そせん

がアラビア

に住む
 す

ためにやって来た
 き

お話
   はなし

よ。 

祖先
そせん

の始まり
はじ

の預言者
 よげんしゃ

アブラハムに

はイシュマエルという息子
 むすこ

がいて、彼
かれ

と

彼
かれ

の母
はは

はアラビアの砂漠
 さばく

をさまよう

運命
うんめい

にありました。水
みず

もないようなとこ

ろで、まさに死ぬ
 し

かもしれない状況
じょうきょう

でした。まだ少年
しょうねん

だった息子
 むすこ

を思い
おも

母親
ははおや

は助け
たす

を求
もと

めて祈りました
いの

。そのとき天使
てんし

ガブリエルが現れて
あらわ

砂漠
さばく

の一ヶ所
いっかしょ

を

指さす
ゆび

と、そこから突然
とつぜん

水
みず

が湧き出ました
 わ    で 

。その泉
いずみ

はザムザムとよばれ、命
いのち

の
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泉
いずみ

とされました。イシュマエルとその子孫
しそん

はこの泉
いずみ

の恵み
めぐ

を

受け継ぎ
 う      つ

、アブラハムは泉
いずみ

の近く
ちか

に四角
しかく

い大きな
おお

カアバ神殿
しんでん

を

建てました
 た

。人間
にんげん

の始祖
 し  そ

アダムがアラー(アラビア語
                ご

で神様
かみさま

)に祈り
いの

を捧げる
ささ

最初
さいしょ

の場所
 ば しょ

として使った
つか

黒い
くろ

石
いし

をアブラハムがその中
なか

に入れました
 い

。 

｢その場所
 ば しょ

は聞いた
 き

ことがある！｣とアスマが言いました
 い

。 

「イスラム教
きょう

の巡礼者
じゅんれいしゃ

がその周り
まわ

を歩いて
ある

回るん
まわ

だろ。」 

お母さん
    かあ

が続けました
つづ

。 

｢最初
さいしょ

にイシュマエルとその子孫
 し そん

がアラー(神様
かみさま

)を礼拝
れいはい

しました。でも、残念
ざんねん

な

がら少し
すこ

ずつ偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

に変わって
かわ

いきました。そして、不思議
 ふ  し  ぎ

なことに命
いのち

の泉
いずみ

も枯れて
 か

いきました。そして、ついに消えて
 き

しまい、誰
だれ

もザムザムの確か
たし

な場所
 ば しょ

が分からなく
 わ

なりました。｣ 

｢ザムザム！変
へん

な名前
 な まえ

！｣とリアズが叫びました
さけ

。 

｢リアズ！うるさい！静か
しず

にして、話
はなし

の続き
つづ

が聞こえない
 き

じゃないの！｣とシャ

ラが言いました
 い

。 

「というわけで、長い
なが

間
あいだ

メッカには水
みず

がありませんでした。人々
ひとびと

は水
みず

を運ぶ
はこ

た

めに、毎日
まいにち

町
まち

までの長い
なが

道
みち

のりを行き来
 い     き

しなければなりませんでした。 
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モハメットの祖父
 そ  ふ

はイシュマエルの

直系
ちょっけい

の子孫
しそん

で、神様
かみさま

のとても強い
つよ

信者
しんじゃ

でした。その頃
ころ

メッカのほとんどの人
ひと

は偶像
ぐうぞう

崇拝者
すうはいしゃ

でした。祖父
 そ  ふ

はザムザム

を見つけて
 み

メッカに命
いのち

の泉
いずみ

をよみが

えらせようとしていました。それが出来る
で   き

と信じて
しん

いました。というのは、人々
ひとびと

が神
かみ

のところに戻れば
もど

、命
いのち

の泉
いずみ

がよみがえるという預言
 よ げん

があったからです。

そして、祖父
 そ  ふ

はモハメットが生まれた
 う

頃
ころ

ザムザムを見つけた
 み

のでした。モナが

感動
かんどう

して言いました
 い

。 

「わあ、それって二つ
ふた

の意味
いみ

が重なった
かさ

ってことね、お母さん
    かあ

。命
いのち

の泉
いずみ

っ

て私たち
わたし

の生命
せいめい

を支える
ささ

水
みず

のこともあるけど、モハメットの神
かみ

の新しい
あたら

教え
おし

の

こともあるのね。」 

お母さん
    かあ

がモナの方
ほう

を見て
 み

、にっこりほほ笑みながら
         え

続けました
つづ

。 

「そのとおり！お父さん
    とう

はモハメットが生まれる
 う

すぐ前
まえ

に亡くなりました
 な

。

お母さん
    かあ

は生まれて
 う

間
 ま

もないモハメットを砂漠
さばく

に住む
 す

ベドウィンの若い
わか

お母さん
    かあ

に預けました
あず

。これはメッカの裕福
ゆうふく

な女性
じょせい

のあいだにあった習慣
しゅうかん

でし

た。メッカは空気
くうき

が悪く
わる

赤ちゃん
あか

が死ぬ
 し

かもしれなかったからでした。」 

｢ああ、赤ちゃん
あか

が可愛そう
かわい

！ママから離されて
はな

…｣ とアニサが言いました
 い

。 
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「大丈夫
だいじょうぶ

。ベドウィンのお母さん
    かあ

はモハメットを自分
 じぶん

の息子
 むすこ

のように

可愛がるん
 かわい

だから。」とお母さん
    かあ

が説明
せつめい

しました。｢ベドウィンは動物
どうぶつ

やいろい

ろなものを行商
ぎょうしょう

しながら、砂漠
 さ ばく

をラクダに乗って
 の

旅
たび

をします。彼ら
かれ

は

素晴らしい
 す   ば

語り部
かた      べ

であり、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を好む
この

心
こころ

温かい
あたた

人
ひと

たちなのです。モハメ

ットはその人
ひと

たちと家族
 か ぞく

の一員
いちいん

として生活
せいかつ

していました。彼
かれ

が２才
    さい

のころ、

２、３才
            さい

年上
としうえ

の義理
 ぎ  り

の兄
あに

がテントに走って
はし

入って
はい

来て
 き

『二人
 ふたり

の男
おとこ

が弟
おとうと

を

痛めつけて
いた

いるよ！』と言った
 い

ので、モハメットの義母
 ぎ  ぼ

は砂漠
 さばく

に向かって
 む

走って
はし

行きました
 い

。部族
 ぶぞく

の男
おとこ

たちもあとを追いました
 お

。モハメットは地面
 じめん

に仰向け
あお む

に

なりとても弱って
よわ

いました。義母
 ぎ  ぼ

が部族
ぶぞく

の男
おとこ

たちに二人
ふたり

の男
おとこ

を捕まえる
つか

よう

に叫んだ
さけ

とき、男
おとこ

たちはとまどって立ちすくんで
 た

しまいました。なぜなら砂漠
 さばく

の砂の上
すな  うえ

には、モハメットの足跡
あしあと

以外
いがい

なかったからです。義理
 ぎ り

の兄
あに

は、二人
ふたり

の男
おとこ

がモハメットの胸
むね

に手
 て

を入れて
 い

何
なに

かしていたと言い張りました
 い      は

。義母
 ぎ  ぼ

は息子
むすこ

を

信じました
しん

。なぜなら、モハメッ

トはどこかみんなと違って
ちが

いたか

らです。誰
だれ

よりも精神的
せいしんてき

に

優しかった
やさ

のです。 

｢天使
てん し

だ！天使
てん し

がモハメットの

胸
むね

に触って
さわ

いたんだ！そうだよね、
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お母さん
    かあ

！｣とリアズが大声
おおごえ

で言いました
 い

。お母さん
    かあ

がほほ笑んで
 え

続けました
つづ

。 

「モハメットは５才
    さい

のとき実
じつ

の母親
ははおや

と暮らす
 く

ために生家
せいか

に帰りました
かえ

。でも、

その後
        ご

まもなくお母さん
    かあ

は亡くなり
 な

孤児
 こ じ

になりました。」 

「ああ、悲しい
かな

。私
わたし

は悲しい
かな

お話
   はなし

はいやだわ。」とシャラが言いました
 い

。 

再び
ふたた

お母さん
   かあ

がほほ笑んで
       え

続けました
つづ

。 

「彼
かれ

のおじさんはモハメットを養子
 ようし

にして自分
 じ ぶん

の息子
むす こ

のように育てました
そだ

。

祖父
 そ ふ

もとても可愛がって
かわい

くれたので、寂しく
さみ

はありませんでした。モハメット

が６才
さい

になったある日
 ひ

、叔父
 お  じ

はモハメットが、麦
むぎ

の穂
 ほ

をつついているネズミを

眺めて
なが

いるのを見ました
 み

。叔父
 お  じ

が彼
かれ

の側
そば

にくると、モハメットは『危険
 き けん

なこと

を知らない
 し

なんて。』と

言いました
 い

。叔父
 お  じ

は、彼
かれ

が何
なに

を言
 い

っているのかさっぱり

分かりません
 わ

でした。するとモハ

メットは空
そら

を指さしました
ゆび

。叔父
 お  じ

は、空
そら

高く
たか

に動く
うご

小さな
ちい

黒い
くろ

物体
ぶったい

を見つ
 み

けました。鷹
たか

でした！ネズミに襲い
おそ

かかるチャンスを待って
 ま

いました。」 

｢ああ分かった
 わ

！｣とアスマが言いました
 い

。 

｢ちょうど僕たち
ぼく

の人生
じんせい

と同じ
おな

だね。精神
せいしん

世界
 せ かい

を忘れて
わす

、物
もの

に囲まれた
かこ

生活
せいかつ

に
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夢中
むちゅう

になることがどれだけ危険
 き けん

なことか。｣ 

｢わ！アスマ、すごい！どうして分
わ

かったの？｣とモナが聞きました
 き

。 

「そりゃ、モハメットは神
かみ

の顕示者
けん じ  しゃ

だからね。言って
 い

いることには全部
ぜん ぶ

意味
 い  み

が

あるはず。たとえ子ども
 こ

のときでもね。」 

子ども
 こ

たちはみんなアスマに感心
かんしん

しました。お母さん
    かあ

が続けました
つづ

。 

「モハメットは叔父
 お  じ

と共
とも

に、行商
ぎょうしょう

しながら町
まち

から町
まち

へとキャラバンで旅
たび

し

ました。ある日
 ひ

メッカに帰る
かえ

途中
とちゅう

、メッカの近く
ちか

の洞穴
ほらあな

に住む
 す

キリスト教
きょう

の僧
そう

からメッセージが来ました
 き

。それは僧
そう

の洞穴
ほらあな

で開かれる
ひら

宴会
えんかい

に、キャラバンの人
ひと

を全員
ぜんいん

招待
しょうたい

するというものでした。 

男
おとこ

たちは全員
ぜんいん

行きました
 い

が、叔父
おじ

はモハメットを家
いえ

に残しました
のこ

。モハメッ

トはまだ１１才
    さい

だったのです。その僧
そう

はこの一度
いち ど

の夕食
ゆうしょく

に、これまで貯めた
 た

お金
   かね

すべて使い果たしました
つか    は

。僧
そう

は食事
しょくじ

の間
あいだ

ずっと誰
だれ

かを捜す
さが

ように一人一人
ひとり ひとり

の顔
かお

をじっと見て
 み

いました。夕食
ゆうしょく

が終わった
 お

とき彼
かれ

はがっかりしていました。

みんなが帰ろう
かえ

とした時
とき

、叔父
 おじ

は僧
そう

に言いました
 い

。『ああ、ごめんなさい。この

デーツ(果実
 かじつ

)は息子
 むすこ

に持って
 も

帰る
かえ

ので。』これを聞いて
 き

僧
そう

は興奮
こうふん

してたずねまし

た。 

｢なんだって？キャラバンにもう一人
ひ と り

いたのですか？どうして連れて
 つ

来
 こ

なかっ

たのですか？キャラバンの全
ぜん

員
いん

だと言
い

ったはずなのですが！その人
ひと

を連れて
 つ

来
 き
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てください！すぐに連れて
 つ

来
 き

てください！』そこで叔父
お じ

はモハメットを連れて
 つ

来
 き

ました。モハメットは恥
は

ずかし

そうに叔父
お じ

の後
うし

ろに立
た

っていました。僧
そう

が言
い

いました。

『これはあなたの息子
む す こ

ではない！この少年
しょうねん

は誰
だれ

ですか？』叔父
お じ

が自分
じ ぶ ん

の甥
おい

だと

言
い

いました。 

僧
そう

が説明
せつめい

しました。『私
わたし

はこの人
ひと

をずうっと待って
 ま

いました。神
かみ

がこう

言われた
 い

のです。太陽
たいよう

のお顔
    かお

が隠された
かく

とき、神
かみ

がその最後
さい ご

の預言者
 よ げんしゃ

を連れて
 つ

来られる
 こ

。実は
じつ

今日
 きょう

、いつもは雲
くも

のないアラビアの空
そら

に一つ
ひと

の雲
くも

を見つけました
 み

。

太陽
たいよう

を覆う
おお

その雲
くも

は、あなたのキャラバンの一つ
ひと

のワゴンに影
かげ

を落し
おと

、砂漠
 さばく

の

遠く
とお

からメッカまでずっと付いて
 つ

きました。そのワゴンにはこの少年
しょうねん

が乗
の

って

いたのですね。この方
かた

は聖書
せいしょ

で予言
よ げ ん

された預言者
よげんしゃ

です。』｣ 

これを聞いて
 き

子ども
 こ

たち手
 て

を叩
たた

きました。「やった！すごいね！」 

お母さん
かあ

が続
つづ

けました。 

｢モハメットは大人
お と な

になると叔父
お じ

の行 商
ぎょうしょう

をどんどん手伝
て つ だ

うようになりまし

た。モハメットは『アル・アミン（信用
しんよう

ある人
ひと

）』、とみんなから呼
よ

ばれるよう

になっていました。いつも貧乏
びんぼう

な人
ひと

や、弱い
よわ

立場
たち ば

の女性
じょせい

や子ども
 こ

たちの味方
 みかた

を

しました。｣ 

シャラが、「ああ、バハオラと同
おな

じね。」そして、アスマが、「お釈迦
し ゃ か

様
さま

も同
おな

じ
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だ！」リアズが、「顕示者
けん じ しゃ

だろ、当たり前
 あ         まえ

さ！｣と、みんな次々
つぎつぎ

と

言いました
 い

。 

お母さん
    かあ

が、「そのときは、モハメットが顕示者
けん じ しゃ

だと誰
だれ

もまだ知
し

らなかったのよ。『顕示者
けんじしゃ

として新
あたら

しいメッセージを人々
ひとびと

に伝
つた

えるように』と神
かみ

から言
い

われたのは、カディジャと結婚
けっこん

して４人
にん

の娘
むすめ

が生
う

まれた後
あと

、天使
て ん し

ガブリエルがモハメットの前
まえ

に現
あらわ

れ

たときだったの。」 

｢キリストの場合
ば あ い

は、洗礼者
せんれいしゃ

ジョンがキリストに洗礼
せんれい

をしてい

ると、白
しろ

いハトが天
てん

から舞
ま

い降
お

りた、そのときだった。｣とモナが説明
せつめい

しました。 

｢そして、お釈迦
し ゃ か

様
さま

は、菩提樹
ぼだいじゅ

の下
した

で瞑想
めいそう

されているときだった。｣とリアズ

が知
し

ったかぶりに言
い

いました。 

「バハオラは、暗
くら

い牢屋
ろ う や

の中
なか

のときだった。」とシャラが囁
ささや

きました。 

「モハメットは、メッカの自分勝手
じ ぶ ん か っ て

で欲張
よ く ば

りの空気
く う き

から逃げ出
に  だ

して洞穴
ほらあな

にい

たときだった。｣お母さん
かあ

が続
つづ

けました。 

｢天使
て ん し

ガブリエルがモハメットの前
まえ

に現
あらわ

れて『復誦
ふくしょう

せよ！』と言
い

いました。

最初
さいしょ

、この大変
たいへん

な仕事
し ご と

をもらわないようにモハメットは天使
て ん し

に背
せ

を向
む

けました。

今度
こ ん ど

は天使
て ん し

が『復誦
ふくしょう

せよ！』と、強く
つよ

命令
めいれい

しました。モハメットは再び
ふたた

背
 せ

を向
 む

けました。天使
て ん し

はモハメットにきつく抱
だ

きついて、神
かみ

の力
ちから

をいっぱい出
だ

して、
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命令
めいれい

しました。『復誦
ふくしょう

せよ！』 

そこで、モハメットは何
なに

をしたと思
おも

う？」 

子
こ

どもたち全員
ぜんいん

が叫
さけ

びました。 

「復誦
ふくしょう

した！」 

お母
かあ

さんが笑
わら

いました。「ちがう、しなかっ

た！モハメットは洞穴
ほらあな

から走って
はし

逃げ出して
にげ   だ

、ヒラ山
さん

に登
のぼ

っていきました。

頂 上
ちょうじょう

まで登
のぼ

って、ふもとに身投
み な

げをしよ

うとしました。神様
かみさま

の仕事
し ご と

をもらいたくなかったからです。しかし、眼下
 がんか

に

広がる
ひろ

景色
 けしき

のずっと遠
とお

くにメッカを見
み

たとき、神様
かみさま

の力
ちから

を吸
す

いこんで、決心
けっしん

し

て…復誦
ふくしょう

しました！」 

「やった！」と子
こ

どもたちが叫
さけ

びました。 

｢ところで、お母
かあ

さん、復誦
ふくしょう

って何
なん

のこと？｣ とリアズがたずねました。 

「それはね、自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

ではなく、神様
かみさま

の言葉
こ と ば

で言
い

うことよ。｣お母さん
かあ

が説明
せつめい

しました。 

「モハメットは家
いえ

に帰
かえ

って、妻
つま

のカディジャに何
なに

が起
お

きたか言
い

いました。そ

れを聞いて
 き

彼女
かのじょ

は最初
さいしょ

の信者
しんじゃ

になりました。部族
ぶ ぞ く

と家族
か ぞ く

のほとんどと、叔父
お じ

や

いとこなど、みんなは敵対
てきたい

しました。なぜなら、モハメットは神がモハメット
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を通して
とお

述
の

べられていることをみんなに話
はな

し、宇宙
うちゅう

で神
かみ

はただ一つ
ひと

だと言
 い

った

からです。神
かみ

はアラビア語
                 ご

でアラーと言
 い

い、モハメットは神
かみ

の言葉
こ と ば

を復誦
ふくしょう

しま

した。『アラーのほかに神
かみ

はなし！』カアバのすべての偶像
ぐうぞう

をすべて捨
す

てるよう

に言
い

いました。これを聞
き

いてみんなは怒
おこ

りました。メッカの人々
ひとびと

は、偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

の

ためあちこちの国
くに

から巡礼
じゅんれい

に来る
 く

人々
ひとびと

への商売
しょうばい

に頼
たよ

っているので偶像
ぐうぞう

を捨
す

て

たら巡
じゅん

礼者
れいしゃ

が来
こ

なくなって商売
しょうばい

が成り立
 な      た

たなくなるのを恐
おそ

れたからです。」 

「わがままね！」とアニサが言
い

ったのでみんな笑
わら

ってしまいました。 

「モハメットとその信者
しんじゃ

はメッカから追い出
お  だ

されました。みんなメディナに逃
に

げました。何年
なんねん

かのち、何百
なんびゃく

、何千
なんぜん

という信者
しんじゃ

が従
したが

えてメッカに戻って
もど

来
 き

ま

した。そのときアダムとアブラハムが神
かみ

を崇拝
すうはい

するために建
た

てたカアバを取
と

り

戻
もど

しました。」 

「やった！」と子
こ

どもたちが叫
さけ

びました。 

「モハメットの長い
なが   

人生
じんせい

をとおして神
かみ

が彼
かれ

に伝
つた

えたことを復誦
ふくしょう

しました。モハ

メットの教え
おし

に五行
ごぎょう

というのがあります。それは： 

１． 信教
しんきょう

の宣言
せんげん

；アラー（神様
かみさま

）のほかに神
かみ

はない、そしてモハメットは神
かみ

の使徒
し と

である。 

２． 毎日
まいにち

５回
  かい

メッカに向かって
むか

神
かみ

に祈る
いの

。 

３． 貧乏
びんぼう

な人
ひと

を助ける
たす

。 
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４． 断食
だんじき

をする。 

５． メッカに巡礼
じゅんれい

してカアバ神殿
しんでん

を回る
まわ

。」 

お母さん
おかあさん

が、「これで終わり
おわり

。みんなどう思った
おも

？何
なに

か質問
しつもん

がある？」といった

とき公園
こうえん

に着きました
 つ 

。子
こ

どもたちは走って
はし

、遊び
あそ

に行
い

きました。ボールで

遊んだり
あそ

、草
くさ

すべりをしたり、ブランコで遊びました
あそ

。アニサだけはお母さん
    かあ

の

手
て

を取って
と

側
そば

にいました。 

「アニサ、何
なに

も質問
しつもん

がないのね。」と笑
わら

っていいました。「ブランコで遊
あそ

ぼう。」 

 

「やった！」とアニサがいいました。 

みんなが楽しい
たの

一日
いちにち

を過
 す

ごしました。 
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クイズ 

１． アブラハムの息子
む す こ

イシュマエルに生命
せいめい

の水
みず

を持
も

って来
き

たのは誰
だれ

ですか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２． それはどこでしたか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３． モハメットが５才
さい

になるまで彼を育
そだ

てたのは誰
だれ

ですか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４． 麦
むぎ

の穂
ほ

を食
た

べていたネズミのことをモハメットは何
なん

と言
い

いましたか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

５． モハメットが特別
とくべつ

だとキリスト教
きょう

の僧
そう

はどうして分
わ

かったのですか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

６． 洞穴
ほらあな

で天使
て ん し

ガブリエルはモハメットに何
なに

をするよう言いましたか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

７． モハメットが神
かみ

の声
こえ

とお話
はなし

したということを最初
さいしょ

に信
しん

じたのは誰
だれ

です

か？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

８． モハメットが神
かみ

のことを教
おし

えるのを妻
つま

以外
い が い

の家族
か ぞ く

は喜
よろこ

びましたか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

９． モハメットの教
おし

えで一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

と言
い

われる「５行
 ぎょう

」とは何
なん

ですか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

どうでしたか？全部
ぜんぶ

答え
こた

られましたか？ 

答
こた

えは保護者
ほ ご し ゃ

のページのお話
はなし

にあります。 
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ぬり絵
え

 

a から b へ…. 

     b から c へ…. 

点
てん

を全部
ぜ ん ぶ

つないで絵
え

を完
かん

成
せい

してみましょう。 

絵
え

はイスラム教
きょう

のシンボルの一つ。 
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ろうそく絵
え

 

材料
ざいりょう

 

A４コピー用紙
ようし

一枚
いちまい

 

白く
しろ

細長い
ほそなが

ろうそく一本
いっぽん

 

絵
え

の具
ぐ

１２色
しょく

 

絵筆
え ふ で

１本
 ぽ ん

 

ティッシュ 

テープ 

模造紙
も ぞ う し

一枚
いちまい

、絵
え

の台紙
だ い し

となる 

作
つく

り方
かた

 

１．窓
まど

に次
つぎ

のページの絵
え

をテープでとめる。 

２．絵
え

が見える
み

ように A4 コピー用紙
ようし

を絵
え

の上
うえ

にのせて、テープでとめる。 

３．白
しろ

いろうそくで絵
え

をなぞる。泉
いずみ

の水
みず

と太陽
たいよう

はぬりつぶす。  

４．絵の具
え  ぐ

で絵
え

を描
か

く。そのとき太陽
たいよう

、砂
すな

、空
そら

などの広い
ひろ

ところは絵筆
え ふ で

の代
か

わ

りに水
みず

をふくませたティッシュでいろいろな色
いろ

をつけてぬる。同
おな

じティッシュ

で違う
ちが

色
いろ

が混ざ
まざ

ってもよい。おもしろい色
いろ

が出
で

てきて楽
たの

しくなる。たとえば青
あお

と

白
しろ

をつけて空
そら

と泉
いずみ

を、黄色
き い ろ

と白
しろ

をつけて太陽
たいよう

と砂
すな

を描く
か

とか。 

５．狭くて
せま

細い
ほそ

ところは絵筆
えふで

を使う
つか

。 

６．絵
え

を模造紙
も ぞ う し

にのり付
づ

けする。  ザムザムってこの絵
え

のようかな？ 



17 

 



18 

 

みんなの写真
しゃしん
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保護者のページ 

神聖な、生命の泉の水は神の顕示者の口から人類に伝えられ

るとき甘く純粋です。その生命の水が山頂から流れ落ちてくると

き、ある人はそれで手を洗います。下流にくると、ある人は水浴

びをします。またある人は洗濯をします。さらにもっと下流にく

ると、羊飼いに導かれて羊の群れがその水に集まって来ます。下

流にくるにつれて、より多くの人々がその水を使うようになって

水はどんどん汚れてきます。最初は水晶のように清く澄んだ水もその姿が分か

らなくなります。 

こういうことはユダヤ教、ヒンズー教、仏教、キリスト教、イスラム教な

ど、どの宗教にも起こります。神の顕示者が現れて年数が経つと、人々はその

教えを曲げてしまいます。これで宗教戦争が起こります。どの顕示者も人々に

愛と平和と奉仕の大切さを教えているはずです。たとえばモハメットはユダヤ

教徒もキリスト教徒もイスラム教徒と同じ聖書を学ぶ兄弟だと教えています。

モハメットは武器を持たない、純粋で無垢な女や子供、老人や労働者などを殺

してはならないと教えました。 

戦争を仕掛けて来る戦士だけは仕方がないと言われました。これは今日人々が

考えているイスラム教のイメージと大分違うと思います。 

  神の顕示者、モーゼ，ゾロアスター、ブッダ、キリスト、モハメット、バ

ブ、とバハオラなどの生き方や聖なる教えを子供たちに教えていくのは、とて

も大切です。宗教の違いから人々が互いに傷つけあうのは間違っていて、その

宗教の教えではないと子供たちが分かって来ます。 

そして宗教が一つとなり、人類が兄弟姉妹として和合する大切さに気付きます。 

 

 

 

クイズの答え
こた

 

1)天使
てんし

ガブリエル ２）アラビアの砂漠
さばく

  ３）ベドウィンの若
わか

いお母
かあ

さん  ）「危険
きけん

なことを知
し

らないなんて。」  

５）雲
くも

が預言
よ げ ん

どおりモハメットのワゴンに影
かげ

を落として、その影
かげ

はワゴンについていきました。  ６）天使
て ん し

ガブリエ

ルはモハメットに「復誦
ふくしょう

せよ！」と言
い

いました。 

７）モハメットの妻
つま

・カディジャ  ８）いいえ、みんな敵対
てきたい

して怒
おこ

りました。 

９）信教
しんきょう

の宣言
せんげん

 アラー（神様
かみさま

）のほかに神
かみ

はない、そしてモハメットは神
かみ

の使徒
し と

である。 

毎日
まいにち

５回
かい

メッカに向
む

かって神
かみ

に祈
いの

る。  貧乏
びんぼう

な人
ひと

を助
たす

ける。 断食
だんじき

をする。  メッカに巡礼
じゅんれい

してカアバ神殿
しんでん

を回
まわ

る。
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